
平成２２年 ６月３０日

友廣記念医師育成室開所式の実施について

このたび長崎大学病院内に、研修医をはじめ若手医師のスキルアップを

支援する「友廣記念医師育成室」を開設することに伴い、開所式を実施し

ます。

長崎大学病院では、研修医をはじめ若手医師のスキルアップを支援する「友

廣記念医師育成室」を院内に開設いたします。

つきましては、以下により開所式を執り行いますので、ご案内いたします。

１．日時 平成２２年７月７日（水）午前１１時から

２．場所 長崎大学病院本館（新外来）７階

３．問い合わせ先 長崎大学病院 臨床教育・研修センター

医師育成キャリア支援室 担当：平尾

電話：０９５－８１９－７８４７

添付資料

(1) 友廣記念医師育成室開所式 式次第

(2) 別紙資料(経緯、友廣医師育成プロジェクトについて)
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長崎大学病院 友廣記念医師育成室開所式 式次第 
 
 
日 時：平成２２年７月７日（水）午前１１時〜 
場 所： 長崎大学病院 本館（新外来）７階 
 
司会進行：総務課長（山口一利） 
  
【レリーフ除幕】 

開式の辞 ：総務課長 
    佐世保同仁会理事長 友廣 慎吾（ともひろ しんご）氏 
    長崎大学長     片峰  茂（かたみね しげる） 
    長崎大学病院長   河野  茂（こうの しげる） 
    長崎大学病院 臨床教育・研修センター長 前村浩二（まえむら こうじ） 

閉式の辞 ：総務課長 
 
 【開所式】 

開式の辞 ：総務課長 
（１）病院長あいさつ 

       長崎大学病院長   河野  茂 
   （２）感謝状贈呈 
       長崎大学長（片峰 茂）より同仁会理事長（友廣慎吾氏）へ贈呈 

（３）友廣理事長挨拶  
    佐世保同仁会理事長 友廣 慎吾氏 
（４）学長挨拶 
    長崎大学長     片峰  茂 

   （５）白衣授与式 
 友廣理事長がそれぞれ研修医２名（１年目）に授与 

     ※２名：浜口陽（はまぐち よう）、宮崎恭子（みやざき きょうこ） 
   （６）研修医代表 お礼の言葉 
        研修医２年目 谷口寛和（たにぐち ひろかず） 
   （７）友廣記念医師育成室をサポートする、新規加入スタッフの紹介 
       無料英会話教室講師：ﾛｰｽﾌｪﾙﾄ・ﾙｰｸ ﾌﾛｰﾚﾝﾄ・ﾕｼﾞｬｰﾝ（（有）ｴｽﾀﾐﾈｰ講師） 
       研修医コンシェルジュ     ：本間寿子（ほんま ひさこ） 
       シミュレーションセンター看護師：田下 博（たした ひろし） 

閉式の辞：総務課長 
               
    ※開所式後、育成室の見学とデモンストレーション 
 
出席者 １１０名程度 （佐世保同仁会関係者、長崎大学長、長崎大学病院関係者、研修医ほか） 
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【別紙資料】 

■経緯 

 長崎大学病院は昨年 10 月、若手医師の育成に役立ててほしいと、佐世保の医

療法人佐世保同仁会より寄付金１億円を受けました。 

 同医療法人の創設者、故友廣嘉久氏（ともひろ・よしひさ、2000 年逝去、享

年 76 歳）は長崎大学医学部出身で、生前多くの医学生や若手医師の指導に尽力。

妻で前理事長の故初栄氏（はつえ、2010 年６月逝去、享年 87 歳）がご遺志を

継ぎ、若手医師の育成への支援を望まれていました。 

 長崎大学病院では友廣氏のご功績とご遺志を尊重し、頂いた寄付を「友廣医

師育成プロジェクト」として、若手医師の働く環境の充実や教育などに生かし

ています。 

 

 

【友廣嘉久氏の略歴】 

1924年 佐世保市生まれ 

  1948 年  長崎大学医学部卒業後、消化器学を専攻し、医学博士号を取得。 

      長崎大学医学部講師、鹿児島大学医学部助教授を経て、 

      多くの医学生や研修医の指導に尽力した。 

1959 年 佐世保市浜田町に開業 

    佐世保同仁会病院、サンレモ リハビリ病院を設立 

     

※『聖人一視而同仁、篤近而挙遠』（唐の韓愈「原人」より） 

病院名は、すべての人を平等に見て仁愛を施すという『一視同仁』の精神から

名づけられ、同病院の基本理念となっている。 
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■「友廣医師育成プロジェクト」について 

 

寄付金を以下の事業に使用しています。 

（１）研修医控室の設置 

約 90 平方メートル。研修医各自に机と椅子（医科 60、歯科 45 の計 105

組）、ロッカーを整備した研修医控室を設置。インターネット完備の良好

な学習環境を提供します。室内には「コンシェルジュ」を配置し、研修

医の事務処理や相談などをサポートします。 

（２）シミュレーションセンターの開設 

 約 90 平方メートル。若手医師が手技などを習得するため、最新のシミ

ュレーター（機器）を導入。また救急教育の充実を目指し、救急専用の

シミュレーションができるよう整え、院内のスタッフだけでなく、地域

の医療従事者にも開放予定。 

（３）英会話教室などの学習プログラムの充実 

 グローバル化する医療に伴い、国際感覚を身につけてもらうため、英

会話教室を週１回、無料開講中。 

（４）長崎大学病院のロゴマークを作成 

 今年３月、ロゴマークを一新しました。大学の正式ロゴマークに倣っ

て帆船を用い、若者が集い、巣立ち、そして帰る、人生のマザーシップ

をイメージ。５つの帆は本院の５つの基本方針を、ロゴカラーは海の碧

（あお）「インテリジェントブルー」にちなんで「知性」「信頼」「先進す

る未来」を表現しています。 

（５）医療スタッフへロゴマーク入りの白衣を無料配布 

 大学病院のロゴマークが入った白衣を研修医はじめ、全医療スタッフ

に無料配布予定。 


